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〇住吉北部あんしんすこやかセンター 

  
令和 6年度住吉北部あんしんすこやかセンター事業運営状況について、下記の通り報告します。 

  
1 令和 6年度総括 

〇 住吉北部の概要   

 住吉北部（住吉本町・住吉山手・住吉台・渦森台）圏域を担当しており、３月末の高齢者人口が

6,367人で昨年度より 100名減少し高齢化率については 34.9％と昨年度より 1％増となり、特に住

吉台地区や渦森台の一部の地区では高齢化率は 40％を超えており、超高齢化地域となっています。 

   介護予防プラン管理数においては、月平均が 375件で昨年度と比べて平均 20件程度減少してい

ます。予防給付については、同法人の住吉及び友愛高齢者生活支援センターの両居宅介護支援事業

所が直接契約することができるようになったことが原因と考えています。 

センター事業としては、相談対応件数は月平均 313件ぐらいですが、昨年度とほぼ変わませんが、

総合相談は増加、認定申請が減少しています。ケアマネジメント支援や困難事例の対応については、

月平均 15件程度の事例があり、昨年と同様となっています。 

 〇 センター事業目標 

あんしんすこやかセンターの事業目標については、令和６年度からの長期目標（3 年後にめざす

高齢者や地域の姿）は「地域の高齢者が自らフレイル予防や健康増進に向けて取り組む機会が増え

ている」としました。 

令和６年度の短期目標（1年後にめざす高齢者や地域の姿）としては、「各地区において、フレイ

ルや健康増進関する集いの場や想いを発信できる場に参加する」とし、地域を限定せず、圏域全体

において以下の活動を実施し、評価は以下の通りです。      

・圏域全体として老人会、自治会等の地域団体の活動が低下してきていることを感じた。原因とし

ては所属人員数の減少、中心メンバーの高齢化、新規所属者が増えないことが考えられます。 

・フレイル予防については講演会、勉強会、イベントを開催し啓発活動を実施した。フレイル予防 

を知る機会にはなったが行動変容には結びつかなかった。令和 7年度の活動においては工夫が必 

要です。 

・地域行事には継続的に関ることは出来ました。その中で支援の必要な高齢者の発見や地域情報を 

得ることができ何かあったらセンターに相談すればいいとの流れは出来ていることを実感しま 

した。 

・センターと COOP、シーア、同朋住吉台こども園、渦森会館、渦が森福祉センターとの関係は良い 

 関係が築きかれ、必要な時には協力できる関係性が出来ています。 

・住良本町ネットワークでは NPOや病院とのコラボでふらっと住良本町を継続できた。参加者は少 

しずつ増えて当初の目的通りに活動が継続できています。 

・集いの場がなくなった地域については令和 7年度に後方支援が必要だと思います。 

〇 神戸市による運営評価について 

令和 6年５月にありました令和５年度の運営評価については問題はなかったです。 
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主な事業実績については、以下の通りです。 

2 年度利用状況について 

(1) 介護予防支援事業実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 
予防給付 

総合事業 

234 

163 

232 

152 

236 

150 

227 

151 

225 

144 

228 

145 

229 

150 

236 

146 

237 

144 

245 

130 

245 

136 

239 

125 

2,813 

1,736 

合計 397 384 386 378 369 373 379 375 381 375 381 364 4,542 

新規数 7 11 9 13 15 12 9 15 9 7 11 13 131 

前年比％ 106.1 101.3 99.5 91.3 91.6 92.1 89.8 91.2 93.8 92.8 95.3 91.0 94.5 

 
（2）相談対応件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 
総合相談 154 181 156 194 176 178 206 196 149 190 169 199 2,148 

介護予防 30 26 39 57 55 36 46 39 48 64 33 32 505 

権利擁護 31 8 18 9 9 6 9 10 6 4 8 5 123 
ケアマネ
ジメント

支援 

23 11 16 6 39 22 39 30 18 10 11 14 239 

地域 
支えあい 5 6 11 1 8 7 6 6 10 1 4 6 71 

認定申請 28 37 30 27 29 30 35 27 32 35 35 28 373 

その他 15 22 18 35 12 35 12 15 40 33 26 44 307 

合計 286 291 288 329 328 314 353 323 303 337 286 328 3,766 

前年比％ 64.4 61.8 78.9 110.4 99.7 120.3 127.9 130.8 113.4 126.2 .113.9 109.3 97.8 

（3）地域ケア会議 

 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

開催数 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 
参加人数 0 0 0 0 0 25 0 8 0 0 0 0 33 

 
（4）広報啓発の内介護予防普及啓発に関すること 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

開催数 41 628 458 15 105 420 54 176 64 14 102 74 2,151 
参加人数 41 628 458 15 105 420 1,187 216 64 14 102 74 3,324 

 
（5）介護リフレッシュ教室 

 1 2 3 4 5 6 合計 

開催日 6/19 9/24 10/24 1/23 3/10  5 

参加人数 5 8 10 5 2  30 
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3 職員体制 

主任ケアマネジャー         ２名（１名は兼務） 

社会福祉士             ３名（１名は社会福祉士等） 

保健師               １名（休職中) 

看護師               ２名（１名は兼務） 

地域支え合い推進員         １名 

介護予防支援担当ケアマネジャー   ２名 

事務員               １名 

入職及び退職者は無 

４ 令和 6年度事業実施状況について 

（1）職員研修の実施について(職員資質向上) 

   センター内では、職員資質の向上と情報共有を目的に、月 1回センターミーティング・ケース検

討会議で困難事例を検討しました。また、センターや行政主催で会議や研修、法人内及び法人外

研修には 31回延べ 52名の職員が参加しました。主な内容は以下の通りです。 

神戸市・東灘区及びあんしんすこやかセンターが主催する主な研修 

日 時 会 議 内 容 出務職員 

６／２７ 令和６年度ＤＶ被害者支援関係担当者向け合同研修会 鈴木 

７／２４ 高齢者虐待対応研修（初任者向け） 鈴木,桃田,清水 

８／６ あんしんすこやかセンター職員テーマ別研修 岡島 

１０／３０ 令和６年度神戸市高齢者虐待対応研修（初動期） 鈴木 

１１／１９ 令和６年度神戸市介護予防・フレイル予防研修 荷本 

１２／１１ 令和６年度神戸市高齢者対応研修（対応期・終結期） 鈴木 

２／７ 令和６年度神戸市認知症地域支援推進員研修  荷本、鈴木 

３／２７ 
令和６年度東灘区多職種連携研修会「南海トラフに備え 

よう！～自助・共助を考えよう～」 
岡島 

 
2）神戸市・東灘区及びあんしんすこやかセンター以外が主催する主な研修 

 ①法人内研修   全職員  高齢者虐待防止及び個人情報保護研修、ハラスメント研修等 

 ②法人外の主な研修  

日 時 研  修  内  容 出務職員 

５／２１ 
令和６年度新任者研修会(兵庫県地域包括・在宅介護

支援センター協議会) 
清水 

６／１８ 
地域包括支援センター初任者研修（兵庫県社会福祉士

会） 
桃田 

１２／３ 
若者の実情から見えた生活困窮・孤立の実態（東灘区社

会福祉協議会） 
小薗 
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２／１５ 
第２２回さくら塾「身寄りのない方を多職種でどう支え

ていくか」（灘区医療介護サポートセンター） 
鈴木 

（2）センター業務については以下の通り 

1）介護保険要介護・要支援認定申請代行 

373件の申請代行業務を実施しました。昨年度より 48件ほど減少しています。 

2）総合相談支援業務 

総合相談支援事業は、地域の高齢者が、住みなれた地域で安心してその人らしい生活を継続し 

ていくことができるようにするため、どのような支援が必要かを把握し、地域における適切なサ

ービス、機関または制度の利用につなげる等の支援を行いました。実績は下記の通りですが、昨

年度と比べて、介護相談が大幅に増加しています。 

介護相談 1,626件 入所・退所相談 136件 認知症に関する相談 204件 実態把握 108件 

介護保険外サービス 54件 基本チェックリスト 20件 

3）権利擁護業務 

    権利擁護事業は、地域の住民や民生委員、介護支援専門員などの支援だけでは十分に問題が解 

決できない、適切なサービス等につながる方法が見つからない等の困難な状況にある高齢者が、

地域において尊厳のある生活を行うことができるよう、専門的・継続的な視点から等の支援を行

いました。実績は下記の通りですが、昨年度より高齢者虐待件数は増加、成年後見制度は減少 措

置件数は 1件と減少、消費者被害が 10件と減少に増加しています。 

高齢者虐待 71件 成年後見制度 41件 措置 1件 消費者被害 10件 

4）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業は、地域の高齢者が住み慣れた地域で暮らすことが 

できるよう、介護支援専門員に対する後方支援や関係機関とのネットワーク構築による会議を行

いました。介護支援専門員からの相談は増加しています。 

包括的・継続的ケアマネジメント支援  134件 

     住吉北部・御影北部圏域内の事業所連絡会・介護支援専門員情報交換会開催（35名参加） 

     住吉北部・御影北部圏域内主任介護支援専門員連絡会を開催（２ケ月に１回） 

5）困難事例対応  

認知症や虐待等の困難事例に関して、ケアマネジャー等の担当者と随時カンファレンスを実施 

し、情報の共有を図り、適切に対応しました。特に身寄りのない方への相談が増加しています。                   

105件 

 

6）介護予防支援・介護予防ケアマネジメント  

生活上さまざまな課題を抱える高齢者に対して適切な支援を行なうことにより、フレイル予防 

を促すこと等、高齢者の自立した生活の支援を行いました。昨年度とほぼ同じ件数です。                       

505件 

7）地域見守り活動推進事業     

高齢者が地域で安心して生活ができるよう、あんしんすこやかセンターの専門職とチームアプ  

ローチを図りつつ、地域住民間による見守りができるコミュニティづくりを支援するとともに、

介護予防の推進を図りました。新型コロナの影響がありましたが、可能な限り集まり様々なつど
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いの場に参加し後方支援に努めました。 

○ 主な会議とコミュニティサポート支援事業等 

・住吉中部及び住吉北部地域支え合い連絡会の開催  

・わはは倶楽部 ふらっと住良本町 街会いおしゃべり会 住吉台椅子ヨガ教室等に参加 

○ 相談対応件数 102件  

○ 住民主体活動の後方支援 110件 

8）広報・啓発 

新型コロナの影響もありましたが、地域活動が再開され、個別の地域住民の方々や民生児童委 

員、関係機関等に配布する等、昨年度と大幅に多くの広報啓発を実施しました。 

  広報対象人数 6,277人 

9）包括的地域ネットワーク業務 

新型コロナの影響がありましたが、東灘区やセンターが主催する研修やネットワーク会議、ま

た、地域が主催する会議が予定通り開催され、できる限り情報交換を図りました。 

さらに地域ケア会議も 2回開催し、関係機関との連携に努めました。 

 センター主催の会議      会議数 26回 参加人数  161人 

 行政等が主催の会議      会議数 56回 参加職員数 74人 

 地域主催の会議        会議数 212回 参加職員数 266人 

10）介護予防普及啓発事業 

高齢者及び介護保険事業者に対して介護予防に資する普及啓発を図ることを目的とする事

業でありますが、住民主体の紫陽花くらぶや街会いおしゃべり会等を月 1回開催。また神戸老

人ホーム主催のわくわくウォークラリーも開催しました。また、神戸老人ホームや東神戸病院、

地域福祉会あぁす、認知症予防ネット神戸が中心となり、つどいの場づくりとして、ふらっと

住良本町を週１回（内月１回神戸老人ホームが担当）継続させています。 

11）地域ケア会議の開催 

地域ケア会議は地域包括ケアシステム（誰にでもやがて訪れる高齢期を安心して迎えるた 

めの地域づくり）を構築し、暮らしを豊かにするための話し合いの場であり、住吉本町地区で

1回 また個別課題に関する会議を 1回開催しました。 

12）認知症地域支援推進事業 

認知症の人の意見が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で自分らしく暮らし 

続けることができるよう、①地域の実情に応じて医療機関、介護サービス事業所や地域の支援

機関をつなぐコーディネーターとしての役割や②地域における認知症の人と家族への支援体

制の構築を図りました。特に、認知症神戸モデルの推進や複数のケースで認知症初期集中支援

チームのオレンジチームと連携し、認知症早期発見や医療につながる支援をしました。 

13）医療と介護の連携 

個別の事例検討会やサービス担当者会議等に医師会・歯科医師会・薬剤師会・病院等医療関 

係者も参加され、利用者及び地域課題についての情報交換をしました。また、医療介護サポー

トセンターの研修や会議に参加して情報共有を図りました。 

14）介護者支援  

介護家族に対する身体的精神的負担の軽減・自助グループ育成を支援する目的に介護リフレ 
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ッシュ教室については、5 回開催することができました。参加人数は 6.6 人で微増となりまし

がが、少人数が続いているので、ケアマネジャーへの働きかけや新しい試みも必要な状況です。 

  15）法人における地域貢献会議 

     法人における地域貢献として、スタンプラリーである「わくわくウォークラリー」を２回企 

画しました。また他法人と協力し、ふらっと住良本町を継続させ、つどいの場づくりに参画し 

ました。 

（3）個人情報の保護と取り扱いについて  

神戸市の運営基準に基づき、個人情報の保護に取り組みました。 

（4）神戸市への改善報告 

今年度はありませんでした。 

（5）センターへの苦情 

今年度はありませんでした。  

 
5 会議等 

1【職員会議】 

月１回開催し、月間予定の確認及び事業報告及び事業計画の進捗状況及び職種別の情報交換を

行いました。 

2【センターミーティング・ケース検討会議】 

月１回開催し、新規相談ケースや虐待等支援困難事例、ネットワーク支援の在り方について検討

を行いました。 

3 法人内の会議 

【定例会議 安全管理対策委員会 法人企画部マーケティング会議】に参加しました。 

 
6 資金収支 

別紙令和 6年度決算書の通りです。 

 
7 その他 特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


